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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文において著者は，可算個の積空問特にラスネフ空問ヨ強フレッシェ空問、双収東空問等の
可算積空問の部分空問の性質を調べ，さらに位相空問を同じtightnessをもつ可算コンパクト空間に
埋蔵することの可能性を研究している。第1章においては，与えられた濃度τに対してτ一収束扇丁（τ）
を定義し。空問Xが距離化可能でないラフネフ空問となる必要十分条件はヨXが閉集合としてT（メ㊧）
を含むことを証明している。またT（刈）は可算tightnessをもつ正則空問の部分空問となり得ない
こと，距離化可能でないラスネフ空間は可算tightnessをもつ可算コンパクト正則空問の部分空問と
はなり得ないことを示している。βNを自然数の集合NのSt㎝e－Cechコンパクト化とし，pをβN＼N
の点とする。第2章ではつぎの諸定理が証明されている。（五）NU｛p｝が杜相空問の可算積巫X。に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nx1埋め込まれるならば冒あるn。について皿暮三ヱX、に埋め込まれる。（2）Xを双収原空問ラYを位相空問とす
るときヨNU｛p｝がX×Yの中に埋め込まれるならば，Yの中に埋め込まれる。（3）Martinのaxiomを
仮定すれば。強フレッシェ空問XヨYが存在してNU｛p｝はXxYの中に埋め込まれる、（4）Martinの
axiomを仮定すればヨ双収東空問でない強フレッシェ空間Xでその可算積Xwが強フレッシェとなる
ものが存在する。第3章ではArhange1skiiの問題に対する解答が与えられる。すなわち、つぎの定理
が証明される。（5）ラスネフ空間Xに対してつぎの3条件は同値である。（i）Xは距離化可能である。
（ii）Xは可算コンパクトな第一可算正規空問に埋め込まれる。（iii）Xは可算tightnessをもつ可算コン
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パクト正則空問に埋め込まれる。（6）第一可算完全正則空聞で，可算コンパクトなフレッシェT。空問
に埋め込まないものが存在する。（7）axiomb齪cを仮定すれば，第一可算な完全で則空問で，可算tightRess
をもつ可算コンパクト正則空間に埋め込めないものが存在する。最後に第4章においてはヨTe1garsky
の問題を否定的に解決するつぎの定理が証明されている。（8）無限コンパクト空間Xについてつぎの2
条件は同値である。（i）t（x）≦τ，（ii）Xx〔0，τ十〕は正則である。（9）コンパクト類似空間でC－
SCattered閉部分集合の可算和で表わせないものが存在する。
審　　査　　の　　要　　旨
　距離空聞の閉連続像であるラスネフ空問の特徴付けは種々知られているが，可算収東扇を含まな
いという著者の見出した条件は雪最も見易く簡便であり応用範囲が広いものである。これを便用し
て，距離化可能でないラスネフ空間が可算tightnessをもつ可算コンパクト空問に埋め込め得ないと
いう興味深い定理を証明している。さらに、可算tightnessをもつが収東空問とならない空問NU｛p｝
に注目してヨこの空問が収東空問と他の空問Yの積に埋め込まれるならばすでにYに埋め込まれると
いう結論を得ている。このことは収東空問の著しい特徴を与えており有効な結果と思われる。後半
においては、可算tightnessを持つ空問に対するArha㎎e1skiiの2つの問題に対する解答を与えてい
るがラここで著者が考慮した超フィルターの表現方法は、St㎝e・Cechコンパクト化の構造を明確化
するのに役立つと思われる。最後に集合論的な仮定の下にTe1garskyの問題に否定解を与えている
が，これも注目に値する結果であり，反例を構成する独創的な方法は秀れた業積として高く評価さ
れている。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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